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北九州市の防災組織連携訓練マネジメントシステムで 
姉妹都市ベトナムハイフォン市の防災対応能力向上へ！ 

独立行政法人国際協力機構（JICA）草の根技術協力事業をスタート 

 

本学の加藤尊秋教授をプロジェクトマネージャーとする JICA

草の根技術協力事業（草の根協力支援型）「ハイフォン市への組

織連携訓練マネジメント手法導入による防災体制改善プ

ロジェクト」がスタートします。 

ベトナム第 3 の都市ハイフォン市は、社会・経済活動の重要拠

点である一方で、地球温暖化が原因と推定される気象災害（台風、

豪雨水害）やタンカー火災など工業地帯や港湾での大規模火災の

危険性が増しており、さまざまな機関がうまく連携して災害対策

に取り組める体制を作ることが重要課題となっています。本事業

では、北九州市で活用されている組織連携訓練マネジメント手法

のノウハウやシステム使用方法を伝授し、ハイフォン市でこれら

の活動が自立化して行われよう現地の人材を育成します。 

 

プロジェクトの概要 
■対象地域：ベトナム社会主義共和国 ハイフォン市 

■活動主体：北九州市立大学環境技術研究所 災害対策技術研究センター 

（プロジェクトマネージャー：同センター長・国際環境工学部 教授 加藤 尊秋） 

■協力団体：北九州市危機管理室・消防局、(株)インフォグラム、 

ＳＯＭＰＯリスクケアマネジメント(株)、（公財）北九州産業学術推進機構 

■実施期間：2018 年 8 月から 3 年間（予定） 

■総事業費：約 1,000 万円 

■事業内容： 

１）ハイフォン市消防警察局に組織連携訓練マネジメント手法の教育と訓練指導を実施 

２）消防警察局と共に教育・訓練をハイフォン市内の病院や住宅団地の防災組織に展開 

 

このプロジェクト成果は、ハイフォン市にとどまらず、2020 年頃を目標に、ホーチミン市な

どのベトナム国内都市や周辺国での後継事業が立ち上がるよう、活かしていきます。これによ

り、広くアジアの発展に資するとともに、参画企業の関連ビジネス実現にも協力していきます。 

この件に関する報道関係者からのお問い合わせ先 

北九州市立大学 企画管理課企画・研究支援係   中村、敷田  電話 093-695-3311 

広報入試課広報係        中願寺、野路 電話 093-964-4196 

※事業実施内容に関すること 

国際環境工学部 教授 加藤 尊秋         電話 093-695-3237 

 

ベトナム社会主義共和国 

ハノイ 

ハイフォン市

ダナン

フエ 

ホーチミン 



北九州市立大学
災害対策技術研究センター

ハイフォン市消防警察局（ハイフォン）活動主体

協力団体

・研修・訓練指導
・テキスト監修

北九州市危機管理室・消防局

・研修・訓練準備
・訓練支援ソフトウエア準備
・日越通訳・翻訳

（株）インフォグラム

・訓練シナリオ準備
・テキスト監修

ＳＯＭＰＯリスケアマネジメント（株）

・国内諸団体調整

北九州産業学術推進機構

・経理

北九州市立大学事務局

・ベトナム側統括
・研修・訓練計画の細部作成
・テキスト作成
・研修・訓練準備・実施
・訓練指導者候補の選定、活動支援
・市民防災組織への呼びかけ、共同訓練実施

日本側 ベトナム側

住宅団地防災組織（ハイフォン）

病院防災組織（ハイフォン）

カウンターパート

・研修・訓練計画の細部作成
・訓練指導者育成への協力
・共同訓練実施

・研修・訓練計画の細部作成
・訓練指導者育成への協力
・共同訓練実施

自然災害防災対策・捜索救難委員会（ハイフォン）

・研修・訓練計画の細部作成（自然災害）
・研修・訓練に関わる関係機関調整

ベトナム消防大学（ハノイ）

・研修、訓練手法の他都市展開への協力

BacSon Complex

Haiphong  International Hospital, VietTiep Hospital

・全体統括
・研修・訓練計画の細部作成
・テキスト作成支援
・現地での研修・訓練指導
・日本での訓練指導者指導
・英文文章作成
・事業後継続に向けた準備

別 紙

ハイフォン市への組織連携訓練マネジメント手法導入による防災体制改善プロジェクト
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